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なお上式での C(v)は Dahlen(1974)の破壊速度に依存する関数である。その後は

wvfV maxmax 2)/( µσ∆= を使う。 

 この場合の、CASE-3 でのすべり速度時間関数と地震波形を図 4 に示す。 

 

 
図 4  修正された近似式によるすべり速度時間関数。 
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図５ 修正された近似式によるすべり速度時間関数と 

断層近傍速度地震波形（断層直交成分） 

 

  すべり速度時間関数、地震波形ともに、近似式によるものと動的シミュレーションとの

一致が大変良くなっていることがわかる。 

(6) 中村・宮武(2000) のすべり速度時間関数の近似式を、不均質な場合や、一様な分布で

あっても、近似式導出の仮定と著しく異なっていて、近似の悪いと予想されるような条件

設定で動力学モデルの数値解と比較し、振幅とライズタイムに修正を施した。 

  

(7) 平成 15 年度の研究計画 

 近似式の改良を引き続き進める。 

 近似式の現実の地震への応用を行う。 

 動力学に基づく震源過程と強震動の同時シミュレーションについても進める。 

 現実の地震での動力学パラメターの推定もおこなう。 
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